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1.はじめに
少子化傾向の中で働く若い親たちが増えているが､現
代の24時間社会の中にあっては､職域だけでなく勤務時
間などの就労形態も多様化している｡一方､子育てをす
る親が血縁や地縁の支接を得にくい状況にあり､単親家
庭､キャリア女性の増加で､育児支援にも多様な機能が
求められている｡ このような保育ニーズの変容に追従す
る形でベビーホテル問題を契機に､1981年に夜間保育所
が誕生した｡その後､1995年にエンゼルプランが策定さ
れ開所時間延長促進事業が創設される中で､保育所の一
類型として正式に位置付けられた｡そして2001年5月時
点では､全国で48の認可夜間保育所がある｡施設の形態
は､夜間保育所の単独設置か既存の施設 (保育所､乳児
院､母子寮等)に併設設置が原則とされた｡ しかし､現
状の施設基準は昼間保育所の最低基準に付帯事項が付け
られたものでしかない1)0
また夜間保育所の保育時間は通常の保育所と同じ8時
間でおおよそ午後10時までという当初の予測とは異な
り､長時間化し深夜にまで至 り､12時間以上保育園で生
活する子どもがかなりいると報告されている2)｡夜間保
育児にとって保育所は1日の大半を過ごす場所であり､
心身の成長や発達に大きな影響を与えていると考えられ
る｡しかし､夜間保育の基準はもとより､保育内容や保
育施設の資料も皆無である｡新エンゼルプランでは保育
サービスなど子育て支援サービスの充実が請われ､保育
園に多くの役割と期待がかけられている｡保育ニーズの
変化に先駆けて対応してきた夜間保育所の保育実践例を
ソフトとハー ドの両面から捉えることは重要な意味を持
っと考え●る｡そこで本稿では夜間保育所の保育内容と空
間の使い方の関係を整理分析 し子どもの活動場所となる
保育空間の中でも活動の中心となるクラス室に求められ
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る機能を分析することによって､今後の施設計画の指針
を明らかにしようと試みた｡
註 1)夜間保育所の入所定員は30人堺上とされ､設備I
等については､昼間保育の児童福祉施設最低基準に加えヽ
て､仮眠のための設備及びその他の夜間保育のために必
要な設備､備品を備えていることと規定されている (児
発第642号通知､1995年)｡また､既存の施設に保育園を
併設する場合においては､直接児童の保育に用いる設備
については専用でなければならないが､管理部門におい
ては､運営に支障がない限り､既存の設備を併用しても
差し支えないとされている｡
2.調査の概要
調査内容と方法 調査対象園は夜間保育所の特徴と問
題点が最も顕著に現れると考えられる深夜まで開所して
いる6園を対象とした (表1)｡また調査対象の施設形態
秦-1 調査対象施設の概要および調査対象園児
園名 A B E C D ド
所在地 大阪市 大阪市 福岡市 名古屋市 奈良市 福山市
開所時間 7:30一 7:00一2:00 7:00- 7:30- 8:00一 ll:00-23:30 2:00 1:00 22:00 1:00
施設形態 昼夜併 昼夜併設 昼夜併投 夜間専用 夜間専用 夜間専用
RC3階建 RC3階建 RC2階建 RC3階建 S造1階 RC3階建
敷地面積(rd) 1476.0 837.0 991.8 140.4 615.1 145.7
建築面積(nf) 575.0 558.1 479.9 97.1 296.0 123.0
延床面積(n1) 1090.2 1704.8 697.9 277.6 296.0 104.5
保育形態 夜間単 昼夜交流 昼夜混合 夜間単独 夜間単独 夜間単独
那】壬料象児(人) 0線 (7) (4) (8) (4) (6)1 2414919(17 I19;19-l時半-) 286-■一一一一 7 9 ll
2畿 86 10 14
3 8 53 - 337 74歳 6 5
5線 14 6 ● ●l l一 一 31 5 3 9
*調査対象児159名のうち昼間保育児は106名
I-■I:I-
( 1 )
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は単独施設と既存施設に併設設置されている昼夜間併設
型の両タイプを含む｡調査期間は2000年5月から8月の
問に各園1.5日かけて行なった｡一日の保育の実態を詳
細に把握するために､開所時間から閉所時間までの観察
調査である｡クラス編成や具体的な子どもの活動内容､
活動場所､子どもの人数変化などについて時刻を指標に
観察記録すると共にビデオでも撮影した｡子どもの行動
空間をとらえるために空間セッティングを調査し､生活
行為による家具配置や子どもと保育士の位置などを平面
図に記録した｡さらに現地調査とは別に､施設長への保
育方針や理念についての聞き取り及び園児の個人の家庭
環境調査も行なった｡ここで対象としたのは､上記各施
図-1 在園時間
(2)
設の1-5歳児の夜間保育児で､0歳児は寝ている時間
が主となるため今回は調査対象から外した｡
園児の零庭環境の概要 登 ･降園時間など園児の置か
れている状況の単純集計結果を図1に示す｡6園の平均
在園時間は､12時間1分であった｡家族構成は単親家
庭が全体の3割を占めており､その大部分が母子家庭で
父子家庭はごくわずかしかみられなかった｡母親の職業
として最も多かったのは飲食 ･サービス業で4割を占
め､次いで､会社員 ･公務員 ･教師が3.5割程度ありキ
ャリア層を含む階層の二分化傾向が見られた｡D園は設
置母体が病院であるため､病院関係者の利用が多くなっ
ていた｡
3.子どもの行為とそれを支えている空間
保育施設における｢保育室｣という概念は､従来から広
く保育を行なう空間という意味で常用されている他､保
育単位のクラスを対象とLfsクラス室という狭義の意味
にも使われており､非常にあいまいになっている｡そこ
で､そうした混乱を避けるため･に､ここではそれらを整
理して定義しておきたい｡
まず､｢保育空間｣とは保育室や便所,浴室､園庭､
テラスなどのような子どもの保育に直接関わる空間を指
すと考え､それに対して､職員室や園長室､事務室､調
理室､倉庫などのような施設の管理 ･運営に関わる空間
を管理空間と名付けた｡また､廊下やホール､階段,玄
関などは目的に応じて保育にも管理にも使われるため共
用空間とした｡さらに保育空間の中でも､子どもを保育
するためのH的機能を持った居室を ｢保育室｣と位置付
けた｡例えば食事室や寝室､遊戯室､多目的室などが､
それに該当する｡その中でも特に保育単位としてのクラ
ス専用の保育室を ｢クラス室｣と位置付けた｡
この定義のもとに保育所での子どもの行為とそれを支
えている空間の関係を一日の観察結果から整理したもb)
が図2である｡各園での保育内容の差が大きく､行為を
支える空間のあり方も様々であった｡しかし､保育の大
きな流れには以下のような共通性が見出された｡
朝の開園から昼食までは子どもがそろっておらず､散
歩やプールといった活動以外は､基本的に自由遊びが行
われている｡-昼食を済ませた後､午睡する｡年長児を
午睡させていない園では､その間も自由遊びが継続して
いる｡-おやつの後､夕方に一日･のメインとなる設定保
育の時間が設けられている (A園で~は､調査日において
は見られなかったが､通常16時半から17時半の1時間を
設定保育の時間として充てている)0-夕食や入浴など
の間を縫うように自由遊びが配される｡就寝前などに絵
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図-2 各園の一日 (年長児)
本やビデオ等を用いて活動を静めるような設定保育が挿
入されている｡夕食以降の入浴や夜の就寝は昼間保育に
はない夜間保育特有の行為である｡
以上のことから､夜間保育園における子どもの主な行
為を支える空間の機能として､｢遊び空間｣｢食事空間｣
｢睡眠空間｣があげられる｡ また､子どもたちの持ち物
の置き場に代表されるような ｢個人の拠点｣のあり方も
重要になってくる｡そこで､これらの行為を支えている
空間のあり方をとらえて分析していきたい｡
4.遊び空間
(1)遊びの時間圭
子どもの遊びは自由遊びとそれ以外の､設定保育時に
おけるものも含めて考える必要がある｡自由遊びは子ど
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図-3 各園の基本的生活行為と自由遊び ･設定保育の量
もの自由な意志により展開される遊びで､設定保育は保
育士による誘導のも■とに発達課題に応じて目的を持って
行われる遊びと言える｡図3に各園の調査日の保育を､
食事や睡眠､入浴などの基本的生活行為と､自由遊び､
設定保育の3つに分けてクラス毎の時間量を示している｡
各園､各年齢で実際の時間量にばらつきが見られるが､
基本的な生活行為と自由 ･設定遊びの時間の割合を算出
すると､後者が5割から7割軽度を占めており､遊び行
為が園での一日の生活に占める割合が高いことが分か
る｡また､年少児と年長児で傾向に差が見られる｡年長
児は､基本的生活行為の割合が一日の4割程度を占めて
おり､年少児よりも遊び時間の割合が長いことがわかる｡
年長児では午睡をしないことが大きく影響している｡
図4は自由遊びと設定保育の割合である｡設定保育は
年少児よりも年長児の方が長い傾向を示している｡しか
し､園の保育方針が大きくかかわっており､A,B,C,E
園では自由遊びが活動の7割以上を占め自由遊びを中心
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図-4 各園の自由遊びと設定保育の割合
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とした保育が行われているのに対して､D,F園では設
定保育が活動の半分以上を占めており､設定保育に主眼
を置いていることがわかる｡D園の1,3歳児は､調査日
の設定保育の割合は低いが､通常の保育では散歩などの
設定保育をしていることが施設長への聞き取りから明らL
かになっている｡
(2)遊びの行動範囲と内容
自由遊び時の行動領域を図5､表2に示す｡B,C,F
園では､子どもの安全管理のため自由遊びの範囲を室内
に限定する ｢室内型｣である｡この型では子どもの行動
領域がクラス室内という狭い範囲に限定される傾向があ
る｡特にB園では保育室の扉に施錠しており､子どもが
自由に保育室外に行って遊ぶことはできない｡B園は昼
夜併設型施設で園庭があるが､保育室とは階段やエレベ
ーターを介しており不連続な空間になっている｡十分な
広さの園庭があっても空間的なつながりの悪さや保育方
針によって遊びの行動範囲が狭くなる場合がある｡
一方､A,E,D園は年少児､年長児ともに自由遊び時
の行動領域が屋内外にまたがり､子どもが自由に保育所
内を動き回れる内外自由型である｡自分のクラス室だけ
でなく､他クラス室や廊下､ホール､さらにテラス､園
庭などの屋外にまで子どもが自由に行って､遊ぶことが
できる｡昼夜併設型で園庭のあるE園では､年長児は1
階のクラス室に続く園庭を自由に使えるようにしてい
る｡ 年少児は､1階の園庭を使わない代わりに2階のテラ
スを中心とした屋上庭園を使う｡D園では外部への境界
に高さ40cm程度の柵を設けているが､子どもがそれを
乗り越えて自由に動き回ることを容認している｡また､
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図-5 各園の自由遊び時の活動領域
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表2に示すように､A園では昼間保育児が降園した後の
18時以降は､昼間保育児が使用していた保育室を全て夜
間保育児が使用できるようにしており､園内での活動場
所を時間限定ではあるが広げる努力がなされている｡
内外自由型では遊び内容は､砂遊びや虫取り､滑り台
などの遊具を用いた屋外遊びの他にも､追いかけっこや
ボール遊びなどの活発な運動を伴う遊びが多く見られ
た｡屋内では､内外自由型と室内型で遊び内容に差は見
られなかった｡ブロックを使った遊びやままごとなどの
ごっこ遊び､絵本などの静的活動が共通して見られた｡
このような静的遊びを補助するセッティングとして､A
園では､クラス室内や園全体に､｢コーナー｣と称した
ままごとや絵本などのための小空間が設けられている｡
ここには､それぞれの遊びの道具などがまとめて置かれ
ており､その遊血 こ集中して.取り組むことができる.A
園では､園内の廊下部分にもコーナーが設けられており､
保育室以外の園の中の好きな場所を子どもが選んで活動
が展開できるように設定されていた｡E園では､教育玩
具をクラス室の壁面の棚に並べており､子どもがいつで
も取り出して遊べるようにしている｡C園でも同様に､
手作り玩具をクラス室の壁面に取り出しやすいように収
納している｡
こうした静的な遊びだけではなく､一部の園では室内
でも動的な遊びが行われていた｡D園では遊戯室をクラ
ス室に転用しており天井高が高く空間の広がりもあった
ため､ドッジボールや滑り台などの遊びが活発に行われ
ていた｡C園では保育士の手助けによってごっこ遊びが
クラス室全体でダイナミックに行われていたが､空間の
制約上から屋外での遊びほど活動的に発展できない状況
がみられた｡施設規模の小さい夜間単独園では園庭など
の確保は難しく､自由遊び時の動的な活動の不足が憂慮
される｡ この点でも､室内での動的遊びを誘発するため
の遊戯室的な大空間の必要性は高い｡
次に､各園の設定保育の内容を見ていくと､設定保育
に主眼を置いているF園では､お話や歌､本読みなどの
教育的要素が強く､クラス室内でほとんどの活動が行わ
れている｡また､体を使って行うリズム体操や雑巾がけ､
昼礼などの身体的な活動も､クラス室内で終始全員一斉
に行われている｡D園ではプールや散歩など屋外で行わ
れるものがほとんどで､屋外活動が中心になってい美｡
子どもの活発な活動を促し､遊びの質を高めていくた
めに､自由遊びが内外で自由に行われるようにすること
が望ましいが､園庭の確保など施設面での問題が大前提
となるため､それに代わるテラスやバルコニー､屋上空間
の利用なども今後視野に入れて検討していく必要がある｡
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表-2 自由遊び ･設定保育の内容と場所
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A E B C D F
自由 屋 絵本 フ●ロック､ビア二九トランプ 電車の玩具.フ●ロック 電車の玩具.ブロック フ●ロック､絵本 電車の玩具.フ'DTク
ブロック 折り紙､お絵 かき ビアニ力.粘土. お寿司屋さんごっこ 蛙の世轄
内 ままごと､変身ごっこ 文字練習.サ●リが二の世話 お絵かき.電車ごっこ 基地ごっこ鬼ごっこ.滑り台 ト●ツ.>'ホ●-ル､滑り台
足 滑り台､鉄棒､総合道具 滑り台､鉄棒 鉄棒 - 砂遊び.玉入れ -遊 砂遊び.ホ●-ル遊び 砂遊び 虫取り 混遊び 鬼ごっこ.追いかけつこ
ぴ 外 大縄､木登り.虫採り鬼ごっこ 滑り台.平均台.鉄棒 動物のせ緬
設定保育 屋内 紙苦居 描画 粘土.描 画､リス'ム体操 リス`ム遊び 折り紙 本読み.敬.糾 書喝.体捷
措.手遊び ビデオの 視臥紙芝居しおり作 り.塾､シーツ入れ ビデオ 絵画教室.和太鼓.ビデオ雑巾がけ､乾布摩擦
屋外 - ブー ル太鼓 泥並び ブー ル滑り台 .砂遊び プー ル ブー ル
園外 散歩 - 散歩 散歩 散歩かくれんぼ､虫取り 散歩かけつこの練習､虫取り
軒 取り組みの内容により子 参加するかは子供の意志に 引ま全員が起きて娘を合わ 作る.表現する遊びを多 足外遊びを多くする 子供の自信に繋がる活
撒 供の構成を変える 任せる せる時間を取る くする 動を.散歩は毎日行く
保育内容 自由遊び中心 自由遊び中心 自由遊び中心 自由遊び中心 設定保育中心 設定保育中心
自由遊び時の行動領域 内外自由型 内外白.由型 圭内型 室内型 内外自由型 圭内型
設定保育内容 年少③国外活動.ブー ル 年少③圏外活動.1-ル 年少③園外活動.ブー ル ③園外活動イ ルー ③園外活動.ブー ル a)知育教育
年長①知育教育 年長②身体的リス●ム遊び 年長①知育教育歴)身体的リス`ム並び 年少②身体的リス●ム遊び ②身体的リス●ム遊び
1.2歳児~｣.∫.tj_･(妻 n=▲.●Lー● 3F3-5歳児 ■2FF甲 二 ･しlIU二 3F1-5歳児｣｣ 恥 ∴▲ r'′一:-0乱一J-■
一.,3.二坤 準. ~Hf Ji-.Eこ:i;- l1F単 一保i
' 事 牧I-_▲_ ･｢ 十｢-u 事 調I:D :二F3 1F1F 2F_- ～ _一一｣汁 ._刀 - .:( 一コ ⊂』 壷 Ae r T 1京 - -17:30- 縦割り保育
時 1-5歳児 (3クラス)
の ｣,⊥一lj
行動領 ･｢弓 も ,□■､一′:⊥
(5)
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5.個人の拠点としての空間
(1)クラス室
一般に保育所では､保育単位の専用空間であるクラス
室が個人の帰属空間であり､個人の拠点になり得る｡
年少児は動きが小さく同じ部屋で過ごすことが多いた
め､一つのクラス室の中で多くの行為が行われている｡
一方､年長児は活動内容が豊富で行動範囲が広いため､
クラス室の考え方にも各園の方針が反映され､多様にな
る｡ 特に､昼夜併設型では規模が大きいため空間の使い
方に幅ができ､クラス室の使い方にも特徴が見られる
(表3)0A園には夜間専用の空間があって､洋室と和室一
の(i)小部屋で構成される｡夜用の玄関があり､住宅を思
わせる規模と作りで､そこに湯沸し室や トイレ･浴室が
付属している (図･6)｡夜間保育児はここを拠点として
屋内 ･外を自由に行き来している｡年長児もこの夜間保
育室に属しているが､年長児が活動する空間は特に設け
られていない｡B園では夕方のクラス再編成の際､別の
クラス室に移動する｡これは､夜間保育の子どもが取り
残されたと感-じないようにという配慮からで,昼間保育
の子どもの降園時間になると夜担当の保育士がお迎えに
来て､クラス室を移動する｡ E園では1,2歳児は(iv)ク
ラス室が決まっているが､3-5歳児は昼間保育児とク
ラスを分けず､二つのクラス室を一緒に使う｡家具のセ
図-6 A園 (D②③夜間専用室
ツティングが異なる2重を行為によって使い分けてお
り､(ii)複数のクラス室を利用している｡ また､プール
の着替えなどでは学童保育室も利用しており､クラス室
にとらわれない使い方が見られた｡
このように､昼夜併設型のクラス室のあり方は多様で
あり､子供の活動の場が移動していく園が見られた｡一
万で､夜間単独施設は小規模で敷地が狭いため､保育空
間が階で小空間に分断され､(iv)決まったクラス室を使
用している｡F固めみが14:.30までに階の1,2歳児童で
全員が一緒に過ごし∴その後3･～5歳児は3階に(i)移I
動している｡
秦-3 クラス編成と使用クラス室
昼夜イ井設タイプ 夜間単独タイプ
昼夜のクラス編成 A園 夜間クラス B園 夜間クラス3-5歳児混合の時あり E園 1.2歳夜間3-5 混合 C園 D園 F圃
時間帯 全保育時間 昼 夕方 深夜 全保育時間 全保育時間 全保育時間 2時半まで t2時半以降
クラス室 1歳児 夜間専用室①②③室 一■3階②室 3階rおうち曝育｣縦割り3クラス 3階②室寝る子③室寝ない子 2階④室 1階①室 ‥ユ曝◎室… 2階①室
2歳児 2階②室 ●-■-1階③室 2階 室
3 盲.二王b-ii'は博一'='な-<'歓喜庵暮 2① 1階①②③室を 1階④ 2階①②室で過;4 基点に昼 園庭やホ-ル.夜は ②③室 目的に応じて 2 ③ , ごす.昼礼の時 3階③室5歳児 昼間の保育室全体を使用 ④室⑤室 使用 のみ1階に移動;
クラス室有無 O X ○ ○ ○ ○ ○
(2)個人の持ち物の収納
クラス室がクラス貝共有の空間であるのに対して､個
人専用の空間と言えるのは､各自の持ち物の置き場であ
る｡ 年長の子どもは持ち物を自分で管理するため､行為
の節目に収納場所に行く｡ (iv)クラス室が移動しない場
合は､固定した収納場所が園の中で個人の行動基点とな
る｡ A園の年長児には､夜間保育クラス室の中に専用の
収納場所がある｡ そのクラス室には､物の出し入れ以外
にも子どもは終始出入りしていた｡夜間保育の保育士が
常にいるため､外で遊ぶ子どもが家に帰ってくるような
使われ方にな`る｡ (i)クラス室が変わるB園は､クラス再
編成時に子どもが鞄と汚れ物が入ったビニール袋などを
'(6)
･持ってクラス室を移動する｡移動したクラス室にも収納
場所はあるか､これは時間帯によって使用する子どもが
変わるため､複数の名前が書かれている｡クラスの再編､
移動に伴って子どもの荷物の収納場所も変化する上､複
数の子どもが時間をずらして使用していることで､個人
の空間とは言い難い｡(ii)複数のクラス室を使うE園では
収納はクラ.ス室前の廊下にある｡･他に玄関と事務室から
近い場所に親用の収納場所があり､道具確や補充用の着
替えを入れている｡ ここには壁掛け式の遠藤用手紙入れ
があり､送迎時に必ず立ち寄る場所を保護者との連絡の
場所として使っている｡ F園の子 どもは大きなかばんを
持ってくる｡ 14:30までは1,2歳のクラス室に全員
増田他 :夜間保育所の保育室の機能
いるので､年長児は部屋の隅に鞄を置く｡ クラス室に移
動すると､鞄のまま棚に置き､汚れ物も鞄に入れて保管
する｡ 他q)園では子どもが管理しやすいように棚と引出
しを組み合わせたり､棚に寵を入れたり工夫されている
が､ここは棚一つに3人の鞄が並べて置かれる｡ 旅行の
時のように一日中荷物をとかないこともあって､個人の
領域とは感じがたい状況であった｡
年長児は自分で持ち物を管理するため､収納場所が生
活行為の基点となっている｡ サニタリー空間を利用する
ときも､子どもは着替えの出し入れに収納場所に行く｡
夏場はプールや午睡の後､散歩などで汗をかく度にシャ
ワーを浴びるため､一日に何度も着替える｡着替えの前
後に自分の持ち物の置場まで行くこととなり､荷物の収
納場所は生活行為や活動と密接な関係にある｡生活行為
の場所や活動場所は行為内容によって変化するが､荷物
の収納場所は子どもにとって1日に何度も立ち寄る自分
の場所になっている｡ そこを生活拠点として過ごすこと
が､園の中に子どもの生活をしっかりと根付かせること
に繋がると考えられる｡クラス室の移動に伴って収納場
所を数人で兼用するような場合は､個人の生活拠点とし
て根付きにくく､問題がある｡
また､個人の荷物の置き場は､親にとっても送迎時に
立ち寄る場所となり､各園での状況は次のようなもので
あった｡夜間は安全管理上､玄関が施錠されるので､保
育士はインターホン等で迎えに来た保護者を確認した
後､開錠して､子どもを起こす｡保育士の動線を考慮し
て就寝空間が玄関近くの1室になる場合が多く､寝たま
まつれて帰る場合にも都合がよい｡F園では午前0時に
なると2階で寝ている子どもは全員起こされ､荷物をも
って1階の玄関横の部屋に移動して迎えを待つ｡F囲で
は衛生的な理由から保護者はクラス室に入れないことに
なっているが､他の園では保護者は登 ･降図時に子ども
の持ち物の置き場まで行く｡ 降園時には親が収納場所か
ら荷物を取ってきて､子どもを着替えさせてつれて帰る｡
持ち物の置き場は親にとって､保育士との連絡の場であ
ると共に子どもの1日の状況が伺える場所であり､自分
の子ども固有の空間となっている｡
秦-4 個人の荷物の収納場所
併設タイプ 単独タイプ
勺園1,2歳;3-5歳 B園 E1,2歳 兄3-5歳 C園 D園 F園1.2歳;3-5歳
場所 クラス室 1,2歳室 クラス室 クラス室 廊下 クラス室 クラス室 クラス室 1.2歳.クラ
移動 固定 固定 移動 固定 固定 固定 固定 固定 ス移動
秦-5 サニタリー空間
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昼夜併設タイプ 夜間単独タイプ
Aー圃 B圃 E園 C園 D囲 F圃
入浴 親の努め 楽しく入れた 親の努め原則として行わない 各家庭の状況考慮 入浴重視汗をかく行為ごと方針 として残す らいい ゆっくり家庭的に
入浴 冬:依頼者(週2回限度)夏:全員シャワー 寝る子:入浴 冬:依頼者夏寝る子シャワー 20時以降 依頼 全長対象 か足を洗う 帰宅児 された子
方法 冬 入浴 入浴 沫浴暦で代用 隔日入浴 入浴夏 シャワー 入浴 シャワー シャワー 入浴
時 食事前 寝る前 寝る前 寝る前 寝る前 3歳のみ食後
場所 夜間保育室隣接 保育室隣接 1階廊下輿 廊下奥 各階トイレ内
浴室 3.3m' 7.4ma - 3ma 6.6m2 5.9m23 '
シャワー トイレ内 トイレ内 屋上
脱衣室 なし 3.1m2 - 2.8m2 3.6m3 2階前室
着替え 保育室 保育室 冬:脱衣室夏保育 保育室
置場 保育室内 ロッカー トイレ前ロッカー 冬:脱衣室夏保育 ロッカー 保育室
A .③
4I 一
Gr二./-.
ト ′/
C園 浴室 ･トイレ
(7)
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B園 送り
1,2歳児
3-5歳児
E園 送り
C園 送り
2-5歳児
2階
居 住 環 境 学 科
.:-'7P CE=冒=一'
郵 'C:, ･'L.､顧 髄 冒I購
] 定 一芦声 闇 .Lil.:千.,i rQ
≒ ≡BL q ｣ Iコ_こ~∫fP L白 岩∴:-.博 樹.廿荘 挿
?
∴ 立 ∴ ､
日lL)皆ド｣ 〕
tM-1口./-良一一､ ､.
jJt■lー
･.も lLt t亨. -｣-==ニー I-.>'
朝, 巨誓 ,二.!蘭 :連取 -事象.,J'-.一'､J rI =.il虹壁壁 をや.-; ･7m.: .,#::.Y.二手Lr-L
1-5歳児
21:00-
与 ∴
tr●ィ､●■
′●◆ソ
'#+/ff就寝場所 fL:霊 送迎の場所
一一一 保護者の経路
I-○ .r' -'p-､′
1 七三I痛
･◆､ヽ ■)､ヾJ払 .iiTJ
E - ･t.斗ノ'1., -.-1: .-.I,-lI-L宵 汀 ｢
ど.=■◆Ti~:rb渦 』. 臣二 穿 ;-
メ.～･-i:.-I,1一 ′ T'二望禦湧弾千∴-
‖ ????
2-5歳児
2階
図-7 収納場所 ･送迎空間
(8)
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秦-6 送迎空間
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A B C D E F
保育時間 7:00-23:30 7:00一}am2:00 7:30-amH)0 8:30-22:00 7カO-am2:00 11か0-amlカ0
迎え 22-23時半 22-23時 9ー_～20時 21-22PS 21-22､0-8m2時 Am0-1時 一
2階夜間室① クラス専用 1階保育室② 1階①.②室
守時 連絡事項の伝達 連絡事項伝達 連絡事項の伝達 連絡事項の伝達 視診 荷物を渡す
-荷物を恥カーに -荷物ロッカーに -荷物をDyカーに -荷物を恥カーに -荷物恥カーに -検温一手消毒
-連絡ノート提出 十連絡ノ-:.tl提出 -連絡ノート提出 -連絡ノート提出 ∴(親と子) -荷物Dyカーに
-登園時刻記入 -登園時刻記入 ･一畳歯時ilh､Jコン -登園時刻記入 (虎套t)
過え 1歳 夜間クラス専用室① 3階 21時- ～21時 21時 1階遊戯塾①室 ～22蒔 22時～ o由 0 時
2歳345 2階②室寝ない子③で待機
哩 インター ホン イ^-フォン/カメラ インター ホン 荷物の整理 イシタ-ホン 玄関で子ども待機荷物の受け取り
迎えが見える 一子ども起こす 一関錠 (俣育t) , 一関錠
ス.時 一子ども起こす -荷物整理 -荷物の整理(煤) -連絡事項伝達 -荷物の整理
の莞 -荷物の整理 -連絡事項伝達 -連絡事項伝達 -帰宅 -→子どもを起こす 一帰宅
-連絡事項伝達帰宅 -帰宅I(lJコン入力 -帰宅 -連絡事項伝達帰宅
送迎空PF)即こ 夜間専用口が部 親が話し七帰れる テラスから保護者 痔になし 特になし 玄関ホー ルで送迎
見られる 屋に直結､アクセ 雰囲気作り○セキユリ を見送ることがで するため短時間で
特徴.工夫 スが良い ティーシ祈ム きる. 済む.
視診場所の有無 - - - - 01階相鉄室.2階保育室 ○(玄関ホール)
送迎空間に 駐車場無く寝たま 駐車場所が遠い 子どもが寝ている 敷地の境界がは 荷物が個人恥カーと恥力 駐車場が無い
関する ま連れて帰るのに 近隣配慮で隣接 部屋で保育士と保 つきリしておらず､ 一室に分かれており不
6.食事の扱いと食事空間
食事に対する考え方は多様であり､食事の位置付けや
食事内容など､多面的角度から各園で工夫がなされてい
る｡表7に食事空間の実態をまとめている｡全体的に共
通して言えることは､昼食は年齢別クラズで行われてい
るのに対して､夕食は全員または縦割 りになっており､
各面で ｢家庭的｣な食事を目指していることである｡し
かし､食事に対する根源的な態度と価値観の違いが大き
いため､子どもや食事空間への具体的な対応はかなり違
っている｡それらは大きく二つの方向に集約できる｡
まず､A,D,E園のように食事をすること自体に子ども
の体調や意思を尊重し､膚やかな制約の元で子ども自身
の姿を発揮できることに重点をおいているものである9
その精神が食事室の取 り方にも現れている｡例えばA園
(9)
は昼夜併設型の大規模施設である点を活かし.てクラス室
を減らし､食事専用室 ｢カフェテリア｣を捻出している｡
そのため夜間の年長児は実質的にクラス室がない｡●A園
ではテラスも昼食の場所になっており､E園では広幅廊
下を年少児の専用食事室としている｡またE園では夕食
を緩やかな2部制にし､一度に食事する子どもの人数を
減らすことによって､クラス華の一つを食事をしない子
や済んだ子の遊び空間として分けているoいずれも､丁
斉に食事を始めるという考えを払拭し､食事を数回に分
けて提供したり子どもに選択の自由を与えることで､食
事の専用室化を図ったり､食事空尚と遊び空間の併設を
実現している｡
他の一つは､B,C,F園のように夜間保育で乱れがちに
なる生活リズムを矯正するために､食事を介して規則正
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3-5歳児夕食(① カフェテ リア)
1,2歳児昼食･夕食 (②室)
3-5歳児昼食 (③テラス)
図-8 A園
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????
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3-5歳児の夕食
図-9 E園
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A園テラスでの昼食 (1,2歳児) 3階
1-5歳児夕食(②③④室)
図一10 B園
(10)
Ll ○○l} 耳 亘□- --
氏 I
ド 刊 :.二;∴6.,26:U'●口;二.¶丁∴●i 調理室 -
J
ノ
1 5歳児夕食(①室)
図-11 D園
C園2-5歳児夕食
∴ :
1歳児夕食
2-5歳児夕食
図一12 C園
1.2歳夕食(①室)
2階 3-5歳夕食(②室)
図-13 F園
増田他 :夜間保育所の保育室の機能
秦-7 食事空間の状態
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昼夜併設型 人32人 昼夜併設型 864人 昼夜併設型 E53(ー59)人一 夜間専用型 C40人 夜間専用型 D40人 夜間専用型 F56人
負-Sについて 子どもを時間で追わない 全員一斉 配膳は当番制 貫鹿の雰囲気づくり 家庭らしい募匪気づくり 無理強いしない 園での食事は1日1回
の方針 r育族｣単位 八°作ンク●方式 しつけとしての配慮 育鹿でこそ育つ 融通性 当番制にはしない 自分を出せる子にしたい 行政の指導を重視
計画の特色 食事専用室r私の席J 2都制 1倍のアクセス部に調理室 クラスの託毒性 2部制順次 調理室が見える 配ー膳カウント 調理室が見える 配膳的ン9- 昼食なし 調理室可視
昼食 組分け 1.2歳 3.4.5歳 1.22 3.4.5歳 1.2歳 3.4.5歳 1歳 2.3歳 巨 5歳 1歳 2歳 3歳 4.5歳 弁当持参者全員
場所 クラス室 18.2ml テラス 7ー.1nf 25.0m- 31.9rd 食事室34.2 67.0匡 5 12.8Tt クラス重 27.OmL 1歳室 34.7 タラ入室●25.5m' 1.2.歳クラス室 52.6rn-
保育士と共食 X ○ X X 0 ×
夕貴 組分け 1.2歳 3.4.5歳 1.2.3.4.5歳.学芸 .1.2歳 3.4.5歳 0.1歳 2.3.4.5歳 1.2.3.4.5歳 1歳2歳 3歳4.5歳
瑞所 クラス室 18.2nf カフェテリア44.7 クラス室 25nt 25m.)4,.2d 食事室34.2 67.0m' 12.8nf クラス圭 27.O汀r l急クラス室 34.7汀ー 52.6n† 75.4n1
保育士と共食 X ○ X ○ ○ ○
謹食 朝軽食 X ○ ○ )く × Xおやつ. ○ ○ ○ 0
しい生活習慣を植え付けるとともに､年長児にリーダー
シップや社会性､指導力を身に付けさせることを目指し
ている｡クラス室で一斉に食事をさせることに意義を持
つこのタイプでは､クラス室が重層化して使われること
になるため､自由遊び時にはイスやテーブルが邪魔にな
る｡家具は収納場所が無いため常時部屋の隅に積み上げ
られることになる｡折畳式やスタッカプルな家具の採用
とともに収納場所の確保が必要である｡
以上､一斉の食事を考えなければ運営の仕方によって
食事空間の専用室化も不可能ではない｡
秦-8 睡眠空間
7.睡眠空間
(1)睡眠空間の種類
夜間保育所は在園時間が長いため､午睡以外の睡眠に
も対応しており､夜間の仮眠やいつでも寝られる空間な
ど3種類の睡眠のための空間が求められている｡
いつでも･眠れる空間の設定状況は各園の保育方針と深
く関わっており､調査対象6園中では､A,B園の2園で
しか設けられていない｡しかし､常時数人が利用してお
り､特に設けられていない園でも登園時から寝ている子
どもが見られたり､体調の悪いときに利用できたりとい
う意味で必要性が理解できる｡A園ではクラス室の一部
屋をこれに使用している｡B園の年長児は､クラス室の
隅にマットを敷いて寝ている｡日常の遊び空間と離れた
(①いつでも寝られる空間 ②午睡空間 ③就寝空間).
昼夜併設型 A 昼夜併設型 8 昼夜併設型 E 夜間専用型 C 夜間専用型 D 夜間専用型 F56人
唇唯について 子どもの睡眠時間を把握し 子どもの自発的な睡眠享求 子どもの生活リズムを 子どもの夜型生活リズムを 子どもの生活リズムを尊重 日没と共に眠る生者晋
の方針 無理のないようにする に応じる 尊重する 正す し､睡眠を無理強いしない tBの体得
①常睡眠空間 ○ ○ X × X X
㊨'午睡 組分け 1.2歳 3.4.5鼓 1.号歳 3.4.5歳 1.2歳 3.4.5歳 1歳 2.3歳 巨 5鼓 1歳 2歳 3歳 4.5歳 1.2.3.4.5歳有無 03h × 02_Sh X 0 3h 01.5h 03h 0 3h 02h 02h 0 2h ×
域所 ケラス室 10.On1 - クラス室 25.1 - 48.4Td 67.Ol7乙5 12.8nI クラス室 27.Ord 34ー7 15.2 クラス室 25.5n1 -
③夜間の就寝 組分け 1.2歳 3.4.5歳 1.2丁… .5歳.学童 1.2-3.4.5歳.学童 0.1.2.3.4.5歳 1.2t.3.4.5歳 0-1歳 2.3.4.5歳
#%& 4人 20人 15人 35人 7人 宿泊数約5人(内2は常時) 16人 36人
場所 クラス室10.On1 昼クラス室 25rJ クラス室中 l室 21.8汀ー 睡眠(学童保育)室53.2n1 0歳クラス室 日.44mI 2歳クラス圭 15.2m' 39.3rT1 52.6n1
③保育士居所 同室内 (3h) 別室 (2.5h) 室内1人.P#室2人 (4h) 同室内 (5h) 同室内 (4.5h) 同室内 (翌朝まで) 同室内 (5h)
③収納設倫 ○ x(別室押入) ○ ○ ○ ○ 0(ヘ`ランク●に後投)
寝具類の曹璽 布田..>'J:商人所有.洗濯 布田-シーツ:レンタル 布田:固く夜).個人(昼) 布田.t>ワ:個人所有.洗濯 布田.シJJ:レンタル 布団:良.,れケサト:個人
建築的問題点.･.3-5歳児の就寝瑞所に毎日､ ･常時寝られ塙をクラス圭の隅 ･寝具を敷くために毎日. ･午睡で早く起きた子の遜 ･午睡の寝具収納改編なし ･就寝場所でミ一子ルナ●を
布団の使用前後に移動が必要 にマ外を置いて設置してい 机と椅子の移動が必要 ぴ塙がない クラス室に山積み状態 明かりをつけて実施
･3-5歳児の就寝場所が狭く､ るが､活動に邪魔される ･午睡時の布田の移動を ･2-5歳児の寝具を2臓から ･適戯室は午唾に不適 ･寝具は園で州一二ンク●に
( ll)
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1.2歳児 (①室)
3-5歳児 (②圭)
図-14 A園の夜の睡眠空間
1階
0.1歳児 (①室) 2-5歳児 (②室)
図-15 F園の夜の睡眠空間
居 住 環 観 学 科
軒 =
3階
図116 B園の夜の睡眠空間 (_0室)
図-17 E園の夜の'睡眠空間
1階
図-18 C画の夜の睡眠空間 (①室)
場所や別階では子どもの精神的安定性が得られにくく､
日常の遊び空間の1部を問任切りで独立させたスペース
が望ましい｡通常業務の中で保育士の目が届くことが重
要であり､それは子どもにとっても大きな安心感となる｡
午睡のための空間の使い方は､子どもの年齢や保育方
針によって異なる｡年少児ではほとんどの園で午睡があ
るが､年長児では半数が午睡をさせていない｡午睡は前
後の昼食やおやつと行為が連続しており､早く目覚めて
いる子どもが別の行為を出来ることが必要である｡子ど
もの行為の転換や重なりに円滑に対応できるためには､
空間の機能分化が必要となる｡布団の上げ下ろしと､テ
ーブルセッティングが一つの空間で重なると衛生上問題
になるため､午睡を不可欠とする年少児の空間では､食
寝分離が出来ることが条件となる｡年長児でも食事室と
の機能分化は必要であり､午睡させる場合には午睡室と
午睡したくない子 (横になるだけ)に分けた2種類の空
間が必要になる｡
夜間の就寝室の位置は､睡眠の取りやすさよりも夜間
の施設管理の視点が重視される｡ 夜間時には保育士数が
減り管理範囲が縮小されることなどから､就寝室はほと
(12)
んど1室に集約される｡ 就寝室前室に迎えの部屋があるl
こと､玄関との関係､迎え時の動線の効率化､寝具の収
納場所などの条件を考慮する必要がある｡ A園の年少児
(和室)とE園 (学童室)を除いて､いずれもクラス室
が就寝室に使われているため､夕食で食事室が専用室化
していない場合には食事と就寝の重層的使用が問題にな
る｡以上､様々な睡眠空間のあり方について検討してき
J
たが､それらの睡眠空間が別室に設定される場合には､
｢寝具の収納｣が共通の問題となる｡別室の場合は寝具
を運搬する必要が生じる｡ 現状では午睡用の寝具を個人
所有､夜間就寝用をレンタルや園所有とすることで､両
方に設置して解決している例も見られる｡.
(2)食寝空間の分離の状況
空間的に食寝分離の達成状況を検討したものが表9で
ある｡ 夜の就寝壷は､ 1室に集約しているため食寝分離
はなされているが､午睡は各クラス室で行われており､
食寝分離ができていないものが多い｡午睡の前後はいず
れも昼食やおやつと行為が連続するため､食寝分離のた
めの配慮がより必要になってくる｡ '
増田他 :夜間保育所の保育室の機能
食寝分離がなされているケースについて食事の専用室
化を指標として建築空間のあり方を分析してみると､①
食事室がクラス室内にある (クラス室が住宅のように小
部屋構成になっている)､② ｢カフェテリア｣など共通
の食事専用室を設置､③クラス室を間仕切って食寝の機
能分化を図っている､④他クラス室を就寝または食事に
使っているとい.う､4つの解決方法に分けられる｡しか
し､④の方法は根本的な解決にはなっておらず､必ずい
ずれかの年齢で破綻がみられる｡E園では学童が年長児
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と共に年長児のクラス室で食事をしているため､学童室
での就寝は食寝分離できている状況と捉えることができ
る｡D周の 2歳兎についても同様である｡これらの結果
を総合的にみていくと､食寝分離を達成するためには午
睡や就寝室を機能分化させて独立させるよりも､何らか
の形で食事室を専用室化する方向が望ましいと考えられ
る｡食事行為に用いられている家具を片付けないで､午
睡や就寝に伴う寝具を収納するほうが適切だと判断され
るためである｡
秦-9 空間の食寝分離の達成 (①貴市蔓がクラス室内にある ②全侍で共通の食事専用室 ③クラス室を間仕切って食客の凄能分化 ㊥他年齢のクラス室を食掛 こ使用)
昼夜併設型 A 星夜併設型 8 昼夜併設型 E 夜間専用型 G 夜間専用型 D 夜間専用型 F
1.2 3.4.5歳 1.2歳 3.4.5歳 1.2.a 3.4.5歳 1鎗 2.3鼓 45歳 一歳 2歳 3歳 4.5歳 1.2.3.4.5歳
午垂空間 夜間クラス室 (夜間クラス) クラス重 - クラス圭 クラス 粥ス クラス圭 クラス室 朽ス クラス クラス室 -
食毎分穀達成 ① 0 - (②0) ③ 0 - (x) ② ○ X × × X X ⑧0 × -
1.2歳 3.4.5立 1.2:3.4.5鼓.学童 1.2.3.4.5畳.学童 0.1.2.3.4.5歳. 1.2.3.4.5故 0.1歳 2.3.4.5歳
就宰空間 夜間クラス重 昼間クラス室 横綱.りクラス室(3倍) 学童クラス重 0歳クラス量 2歳クラス至 0虚クラス 1.2歳クラス
8.保育室に求められる機能の検討
以上､保育室に求められる空間の主な機能として､具
体的には､遊び､昼食､午睡､おやつ､夕食､就寝､収
納などの機能が挙げられる｡この中で､遊びは他の機能
と異なり､あらゆる場所を使って行われるため､●場所と
の対応よりもその広がり方が重要になってくる｡そこで､
これまで検討してきた結果を､空間の広がり方で比較で
きるようにまとめたものが図19である｡A,D,E園は自由
遊び時に行動でき.る範囲が広くなっており､子どもの意
思によって様々な空間を使って遊ぶことができる｡一方
のB.C,F園は自由遊び時の行動範囲が保育室に重なり限
定されている｡特に､C,F園は夜間単独型施設で園庭が
ほとんどない｡B園は園庭があるにもかかわらず､保育
室との空間的なつながりの悪さや安全面への配慮から保
育室に鍵をかけて出られないようにしているため園庭が
活かされていないという状況が見られる｡
遊び以外の機能と空間の対応についてまとめたものが
とが分かる｡クラス室以外の空間が利用されているのは､
食事など､機能に応じた専用の部屋やスペースを設定し
ている場合と､時間的に空いている別用途の部屋を利用
している場合が挙げられる｡
そこで､保育が行われている機能別空間数とクラス室
での行為の関係を見るために､図20を作成した｡横軸は
クラス室内で行われている行為数である｡他クラス室で
???????????
?
??
?
?
?
?
A(1.2歳
A(3-5) E(1.2)
1
a(1.2)
E(3-5)Ft1～S B(3-5)D1 C(1-5)
1 2 3 4 5 6 7
クラス室での行為歎
図-20_機能分化 ･重層化の状況
表10である｡｢クラス室｣で行われている行為が多いこ
表-10 各行為の機能分化の実施状況
A園 B園 C園 D園 E園 F園
1.2歳 3-5歳 1.2歳 3-5歳 1歳 2.3線 4.5歳 1歳 2線 3線 4,5歳 1.2歳 3-5歳 1歳 2線 3歳 4.5歳
昼食 ① ② ○ ○ ○ ●○ ○ ○ ○' 0● ○ ② ○ - - - -
午睡 ① - ② - ○ ○ ○ ○ ○ ○● ○ ○ ○ - - - -
おやつ ② ② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○' ○ ② ○ ○ ○ ○ ○
夕食 ① ① 0 ○ ○ ○ ○ ○ 〇一 ○ ○● ② ○ ○ 0 ○ ○
就寝 ① ③ 〇一 〇一 ○ 0' 〇一 - - - - ③ ③ ○● ○ ○● ○'
収納 0 ○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ 0 ○ 廊下 ○ 0 0 ○
○●他クラス室で行っている ○クラス室で行っている
(13)
- 14- 居 住 環 境 学 科
時間 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5
場節 サニタリー食事室クラス他廊下.ホール屋上 テラ又園庭外 開園 閉園
■
iI酬棚甜!弼tl‡i'暮蔓;賀… 鞘妻捌i!l毒章桝Iif!I!書i喜榔ぎ与 肺I
潤料甜描巨Ii日章潤萱… 班描J】臼'圭i;3喜lil一1i!皇指捕 i呈…壬≦
潤 描港拷!i;童…蔓 潤讃`賀…料il.弱毒…捕榔脚 朋汀 I幸手;i捕I7;弱毒l÷J ㍉1
i≡覗鼎料描臆!■事iGI…重量･善書喜 噌絹i.萱!#弼弱aI…蔓‡…拙
報…蔓一章闘棚蔓!iJI玩‡'tIg手近ほ.li:!=i皇…言 l…iを壬:i王き.量.i･liftH…!i鞘帖 妻…妄
時間 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5
サニタリー食事室クラス場 他所 廊下.ホール屋上 テラス園庭外
…重言if. l半日;蔓妻 i7…!f言負 ;捕.-;▲ 'E!:- 17 R閣
吾妻ji ;ーt…弱 ;i寺…】i't! ;liI;…I描量 純l
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i剛捌 ;圭…!蔓i i至 fiI与三:.…重量 iI.蔓を至妻葦…;三15】臼一;棉冊毒…葦 ti韓をI:,舌! I章!`…●
:;≡ 柿…き 】ーI亨`!il捕.■;I l■l■ll『- 掘豚-
時間 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5
場節 サニタリー食事室クラス他廊下.水一ル屋上 テラ又園庭外
!; !圭毒 Il‡i捕i捕潤 蔓を…星圭!至 l 弱主. m軽量 ….El与榔書il鮒.il!毒等…妻]
】lー ･!1i' 蔓!皇…至を.iH重量蔓書!I 葦董…量蔓至. 蔓を絹 i!:
蔓…;Iぎi描柄…妻持 至言‡iJ弼潤酢蛸蔓itlI≡.幸一 一書…葦圭… …至言iI.+=描
3 i妻毒ミ 卓軒ぎi.与号I 蔓喜一 消毒き弱毒紺
…圭を雲量妻i 童… 潤!T:tt賢妻IH き:r -l一,ニ雅 脚tJji…
時間 ･6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5
場所 サニタリー食事室クラス他廊下.ホール屋上 テラ大園庭外 l∃l酢M
i珪オ 〔 I … 食 召
時間 6 7 8 9 10 11 1213 14 15 16 17 18 19 20 21 22 2324 1 2 3 4 5
場所 サ二負クラ他タ廊下.屋上 ラスホ丁リー皇塞室-ルラス庭外
I
隠 輔 胤 酬 l棚減削 牌 附 附l- 酬紺酬両州闘胴
'lI Hf
l紺紺喜∃t
l摘謂講t
場節 サ二タリ｢二食事室クラス他 皇廊下.ホール屋上 テラス嘩庭･園外
bd■I■Bh書-d 醇■コ矧掴冊
遊び･活動
基本的な生活行為
(食:食事､睡:睡眠､オ:おやつ､ヨ:入浴)
図-19 各園の一日の活動場所 (5歳児)
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増田他 :夜間保育所の保育室の機能
の行為はクラス室での行為と同等とみなせるため､区別
しない｡機能に対応した空間が設けられている場合を空
間数1とし､他用途の空き空間を兼用している場合は機
能分化は不十分であるため0.5として区別した｡その結
果､クラス室に機能が重層化しているものと､機能に対
応した専用の空間があり､機能別空間を使って保育が行
われているものとの二つの傾向が見られることがわかっ
た｡すなわち､あらゆる子どもの行為を受け入れる広義
の保育室と.hなしてクラス室を使っているものと､クラ■
ス室を個人の生活拠点とみなし､各行為に対応した専用
の空間を使っているものである｡
9.まとめ
これまで見てきたように在園時間が長い夜間保育児に
とって､保育施設は住まいに匹敵する重要な意味を持つ
生活空間と言える｡そこでは2度の食事や睡眠など様々
な生活行為が行われる空間である｡また､チ ビもにとっ
ては個人の拠点としての意味も持っている｡
子どもの行為とそれを支える空間との関係を分析した
結果､クラス室に機能が重層化しているものと‥機能に
対応した専用の空間を設けているものとの二つの傾向が
- 15-
見出された｡前者はクラス室のなかに保育室としての
様々な機能が含まれており､クラス室が保育室と同等の
意味を持ちワンルーム空間になっている｡後者は､必要
な機能を分化させ､食事や睡眠などそれぞれの機能に応
じた空間を持つもので､クラス室は個人の拠点としての
意味合いが強くなっている｡この二つの傾向を導く要因
としては､施設の空間的な条件だけでなく保育の方針､
内容などのソフト面の意向が強く反映されている｡
従来の保育施設計画では保育室としての諸機能の重層
化したクラス室がイメージされていたが､今後の保育施
設計画を考えていく上では､保育方針や保育のあり方を
把握しておくことが重要になってくる｡今後は更に調査
対象園を増やし､より詳細な分析を行っていきたい｡
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Summary
ThisstudyconcernsthediversiflCatioqofchildcareneeds,andaimstomakecleartherelationbetweenchildren-s
actsandspaceinthenightnurseryschools.Weinvestigated6nightnurseryschoolsand30fthosefacilitieswere
attachedtoadaynurseryschool.Surveymethodweusedconsistedofthebehaviorobservation,themappingof
activiti占sofchildren/nurserystafs/furnituresetting,andtheinterviewtothenurseryschooldirectors.The
childrenspent12hoursonaverageinthenurseryschoolandmanyofchildren-sdailyactivities,suchas2meals,
sleepandbathing.wereperformedinthenightnurseryschools.Wedefinethechildcareroomasaroomwiththe
functionfornursingchildren(includingadiningroom,abedroom.aplayroom,abathroomandsoon),andusethe
classroomtorefertotheroomusedfor~onechildcaregroup･Therewerefourkindsofclassr.oorps･i)Theclassroom
wasconsistedofsmalrooms,i)Thechildcaregrousechangedtheclassroom threetimesaday.Thechildcare
grousehadii)twoclassrooms,andiv)oneclassroom.Analyzingtheplacesf♭rmainchild'sactivities(play,meals,
sleep)andanindividualshelfforchild'spersonalplaces,weexaminedhowchildcareroomswereused.Asaresult,
theclassroomsmaybedividedintotwomaingroups.Someclassroomswereusedasamultipurposeroomf♭rthese
activities,andhadthesamemeaningwithachildcareroom.Inthenightnurseryschool,whichhadtheroomlikea
diningroominadditiontoaclassroom,theclassroomshadthestrongimplicationsaschild■sprlVateplace.Thetype
●
oftheclassroomwasrelatednotonlywiththebuildingformbutalsowiththechildcareconcepts.Increasingthe
numberofinvestigation,Wemightgoontoanevenmoredetailedexaminationofthechildcareroomofthenight
nurseryschoolchild.
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